










要約：マススクリーニングによって診断された神経芽腫患児 4 名(M ・ S 群)と、マススク

リーニング陰性で 2歳過ぎてから診断された進行神経芽腫患児 4名(非 M・ S群)を選び、

その診療報酬明細書から医療費を検討した。

M ・ S 群 4 名の病期はⅡ期、平均入院日数 27 日、医療費の平均は 114 万円である。これ

に対し非 M ・ S 群 4 名の病期はすべてⅣ期、入院月数 4～24、医療費総額は M ・ S 群の 6

～26 倍であった。1月の医療費平均は両群それほど違いはなく、結局治療期間の差が医療

費の差となって現れている。非 M ・ S 群では骨髄移植とそれに引き続いた月に、1 月 200

～500 万円高額医療費を必要とした。また高額医療費の内容も検討した。


